
大分類 中分類 解除
対策

実施済

対策

実施中
未事業化

対策

未検討
経過観察

21 2 5 3 11 0 0

(100%) (10%) (24%) (14%) (52%) (0%) (0%)

0 0 0 0 0 0 0

50 4 19 10 15 0 2

(100%) (8%) (38%) (20%) (30%) (0%) (4%)

0 0 1 0 -1 0 0

71 2 14 35 18 0 2

(100%) (3%) (20%) (49%) (25%) (0%) (3%)

0 0 1 -1 0 0 0

47 8 7 7 23 0 2

(100%) (17%) (15%) (15%) (49%) (0%) (4%)

0 0 2 -1 0 0 -1

43 2 9 8 23 0 1

(100%) (5%) (21%) (19%) (53%) (0%) (2%)

0 0 0 0 0 0 0

33 5 15 1 11 0 1

(100%) (15%) (45%) (3%) (33%) (0%) (3%)

0 3 -1 -1 -1 0 0

39 5 13 10 10 0 1

(100%) (13%) (33%) (26%) (26%) (0%) (3%)

0 1 -1 0 0 0 0

23 8 3 4 6 0 2

(100%) (35%) (13%) (17%) (26%) (0%) (9%)

0 1 -1 0 0 0 0

327 36 85 78 117 0 11

(100%) (11%) (26%) (24%) (36%) (0%) (3%)

0 5 1 -3 -2 0 -1

主要渋滞箇所数

（上段：箇所数、中段：割合、下段：前回からの増減）
エリア・地域図

地域

大阪

北部

エリア

大阪

中部

エリア

大阪

南部

エリア

合計

豊能地域

三島地域

大阪市地域

北河内地域

中河内地域

南河内地域

泉北地域

泉南地域

大阪府内における３２７箇所あった主要渋滞箇所は、Ｒ６年度末時点で３６
箇所解除され、残りの主要渋滞箇所は、２９１箇所となりました。

渋滞対策
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▼主要渋滞箇所の地域別対策進捗状況（R６年度末時点）

大分類 中分類 解除
対策

実施済
対策

実施中
未事業化

対策
未検討

経過観察

21 0 1 6 6 1 7
(100%) (0%) (5%) (29%) (29%) (5%) (33%)

50 4 14 10 3 9 10
(100%) (8%) (28%) (20%) (6%) (18%) (20%)

71 2 12 35 19 0 3
(100%) (3%) (17%) (49%) (27%) (0%) (4%)

47 4 6 7 14 7 9
(100%) (9%) (13%) (15%) (30%) (15%) (19%)

43 2 7 9 11 7 7
(100%) (5%) (16%) (21%) (26%) (16%) (16%)

33 1 12 5 2 7 6
(100%) (3%) (36%) (15%) (6%) (21%) (18%)

39 3 14 11 7 2 2
(100%) (8%) (36%) (28%) (18%) (5%) (5%)

23 2 5 5 3 4 4
(100%) (9%) (22%) (22%) (13%) (17%) (17%)

327 18 71 88 65 37 48
(100%) (6%) (22%) (27%) (20%) (11%) (15%)

合計

大阪
中部
エリア

大阪都心地域
（大阪市）

北河内

中河内

大阪
南部
エリア

南河内

泉北

泉南

エリア・地域図

地域 主要渋滞
箇所数
（割合）

大阪
北部
エリア

豊能地域

三島地域

三島地域

中河内地域

泉南地域

泉北地域

北河内地域

大阪中部

エリア

大阪北部

エリア

大阪南部

エリア

豊能地域

大阪都心地域

（大阪市）

南河内地域



関係する道路管理者

大阪運輸支局

大阪国道事務所

大阪府、大阪市、堺市

大阪府警

道路利用者団体等

主要渋滞箇所関連 基礎自治体

大阪府域の渋滞状況を継続的に把握・共有し、効果的な渋滞対策の推進を図
ることを目的に、大阪地区渋滞対策協議会を開催するとともに、管理してい
る道路の渋滞対策を実施しています。

渋滞対策
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国土交通省近畿地方整備局、近畿運輸局、大阪府警察本
部、大阪府、大阪市、堺市、西日本高速道路株式会社、阪
神高速道路株式会社、一般社団法人関西経済同友会、一
般社団法人大阪府トラック協会、公益財団法人大阪観光局

※構成員

ワーキンググループ（担当者会議）

ワーキンググループを設置し、具体的に検討する体制を構築

大阪地区渋滞対策協議会

道
路
管
理
者

行
政
機
関

交
通
関
連

議論する内容により、必要なメンバーが参加

大阪地区渋滞対策協議会の検討体制

地
域
や
道

路
利
用
者

至 奈良・中和方面

至 奈良・南和方面

至 和歌山方面

至 奈良・北和方面

至 京都方面

至 神戸方面

環状機能強化による
通過交通の転換

大阪北部エリア

大阪中部エリア

大阪南部エリア

淀川

大和川
大阪都市再生環状道路

関西国際空港

京阪神間の
交通容量拡大・多重化

新名神高速道路

大阪府における主な道路の対応方針



国土交通本省では、２０５０年、世界一、賢く・安全で・持続可能な基盤ネットワークシステ
ムをＷＩＳＥＮＥＴと位置付け、その実現のための政策展開のひとつとして、シームレスネッ
トワークの構築を目指しています。
大阪国道事務所においても、国道２６号北島局所渋滞対策事業の実施やビッグデータを活用す
る等により、ボトルネック箇所（局所的な速度低下箇所）の特定及び渋滞対策を効率的・効果
的に実施し、シームレスネットワークの構築を目指しています。

渋滞対策 ～ＷＩＳＥＮＥＴ２０５０について～
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WISENET2050の概要 シームレスネットワークの構築

出典：WISENET2050・政策集（国土交通省道路局）に加筆

“2050年、世界一、賢く・安全で・持続可能な基盤ネットワークシステム”を

WISENET(ワイズネット)※と位置づけ、その実現のための政策展開により、

新時代の課題解決と価値創造に貢献します。

WISENET
ワイズネット

：World-class Infrastructure with 3S (Smart , Safe , Sustainable) Empowered NETwork

▲道路のパフォーマンスの概念図

シームレスネットワークの構築には、時間的・空間的に偏在
する交通需要や渋滞に対して、道路ネットワークのパフォーマ
ンスを向上する取り組みを実施する必要があります。

「時間別・箇所別・方向別」のデータから道路のパフォーマ
ンスが低い箇所のメカニズムを分析します。

その分析により、ボトルネック箇所（局所的な速度低下箇
所）の特定及び局所的な渋滞対策等を実施し、道路に応じた移
動しやすさや強靱性など、求められるサービスレベルを達成す
るためのネットワーク構築を目指します。

ワ イ ズ ネ ッ ト



ＷＩＳＥＮＥＴ２０５０の観点から大阪国道事務所では、時間的に偏在する渋滞の要因を特定
するため、ビッグデータ（ETC2.0プローブデータ）を活用し、国道１号蒲生４交差点～国道２
号野田阪神前交差点において旅行速度分析を行いました。
分析結果より、速度低下箇所を確認した上で、その要因を特定するために、現地調査を行い路
上駐車で、車線が塞がれており、道路本来の機能が発揮されていない箇所を確認しました。
今後は、ビッグデータの分析結果と現地調査の結果において、速度低下箇所と路上駐車箇所の
関係性を分析し、関係機関と連携しながら、対策を検討していきます。

渋滞対策 ～ＷＩＳＥＮＥＴ２０５０について～

ETC2.0プローブデータ（旅行速度）の分析 調査写真

進行方向（下り）

旅
行
速
度

0時台

2時台

8時台

10時台

14時台

20時台

16時台

4時台

6時台

18時台

12時台

22時台

②梅田周辺

（旅行速度）ETC2.0プローブデータ（R5.9～11平日） （路上駐車調査）大阪国道事務所調べ(R6.12.18～R6.12.19)

片側４車線

旅
行
速
度

0時台

2時台

8時台

10時台

14時台

20時台

16時台

4時台

6時台

18時台

12時台

22時台

進行方向（上り）

野田阪神

▼国道1号（蒲生4）～国道2号（野田阪神前）間の旅行速度の変化

浄正橋

桜橋 梅田新道

南森町
東天満

西天満
東野田町

京橋

桜小橋

蒲生4

片側３車線 片側２車線片側４車線 片側３車線

片側２車線片側３車線片側３車線 片側４車線 片側３車線

①京橋周辺

旅行速度

10km/h未満

10～15km/h

15～20km/h

20～25km/h

25～30km/h

30～40km/h

40km/h以上

①京橋周辺の駐車状況（0時台）

路上駐車車両

第１車線

②梅田周辺の駐車状況（23時台）

第２車線

路上駐車車両

②梅田周辺の駐車状況（0時台）

第１車線

路上駐車車両

第１車線

夜間速度＜昼間速度の区間

その他交差点主要渋滞箇所(代表的な交差点)

旅行速度が遅く、路上駐車を確認した区間
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道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～渋滞対策 ～国道２６号北島局所渋滞対策～
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国道２６号の中でも旅行速度の低い北島交差点～大和川大橋南詰交差点において、ETC2.0の
ビッグデータ等を活用した分析で速度低下の原因を特定し、左直混用車線の拡幅などを行う国
道２６号北島局所渋滞対策を令和６年度に事業化し、令和６年１２月２７日に完了しました。

きたじま

平面図位置図

左折待ち車両による
直進車両の通行阻害が発生

北島交差点（令和6年9月11日撮影） 北島交差点（令和7年1月21日撮影）

左直混用車線の拡幅により
左折待ち車両による
直進車両の通行阻害が解消！

対策前 対策後

対策前（渋滞要因）

対策後

国道26号

北島局所渋滞対策

至 大阪市街

至 和歌山県

26

26

１５６

６

42

きたじま

北島

大和川大橋北詰

大和川南

大和川大橋南詰

住之江ランプ出口

住之江ランプ入口

すみのえやまとがわおおはしきたづめ

やまとがわおおはしみなみづめ

きたじま

すみのえ

やまとがわみなみ

おおさか

わかやま

大
和
川

大和川大橋北詰 大和川大橋南詰

至 

大
阪

北島 住之江ランプ出口

至 

和
歌
山

凡例
直進車
右折車・左折車

きたじま すみのえ やまとがわおおはしきたづめ やまとがわおおはしみなみづめ

お
お
さ
か

や
ま
と
が
わ

わ
か
や
ま

現地調査から、住之江ランプ出口からの合流
車両との輻輳が渋滞要因と特定

すみのえ

直進車両の速度低下及び左折車両・横断歩行者等
が多いことから左折待ち車両による直進車両の通
行阻害が渋滞要因と特定

直進車両の速度低下及び左折車両・横断歩行者等が多いことか
ら左折待ち車両による直進車両の通行阻害が渋滞要因と特定

直進車両の速度低下及び右折車線がないこと
から右折待ち車両による直進車両の通行阻害
が渋滞要因と特定

大
和
川

大和川大橋北詰 大和川大橋南詰北島 住之江ランプ出口

至 

大
阪

至 

和
歌
山

合流車線の拡幅・延伸
＜R6.12.27完了＞

左直混用車線の拡幅
＜R6.12.11完了＞

右直混用車線の拡幅
＜R6.11.20完了＞

左直混用車線の拡幅
＜R6.11.20完了＞

凡例
直進車
右折車・左折車

きたじま すみのえ やまとがわおおはしきたづめ やまとがわおおはしみなみづめ

や
ま
と
が
わ

お
お
さ
か

わ
か
や
ま



道路管理 ～安全で安心できる生活空間のために～渋滞対策 ～国道２６号北島局所渋滞対策（整備効果）～

左直混用車線の拡幅などを行うことで、直進車両の通行阻害が解消され、旅行速度が北島交差点（上
り）で最大５．５km/h向上、大和川大橋北詰交差点（上り）で最大６．５km/h向上、大和川大橋南詰
交差点（下り）では最大５．１km/h向上しました。また、住之江ＩＣオンランプ入口付近～大和川南
交差点の所要時間は、上りの７時台で約１．２分短縮、下りの１８時台で約１．６分短縮しました。

きたじま

旅行速度の変化

国
道
２
６
号 
 

進行方向

進行方向

対
策
前

対
策
後

R7
年
１
月

R6
年
１
月

15km/h未満

15～20km/h

20～25km/h

25～30km/h

30～40km/h

40km/h以上

凡例

対
策
前

対
策
後

R7
年
１
月

R6
年
１
月

(

下
り
）

国
道
２
６
号 
 

(

上
り
）

ボトルネック箇所

N

左直混用車線の拡幅
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42

住之江IC
オンランプ入口

北島

大和川南大和川大橋南詰

鉄砲ランプ

北島南

大和川大橋北詰

26

住之江IC
オフランプ出口

左直混用車線の拡幅合流車線の拡幅･延伸

右直混用車線の拡幅

阪神高速大和川線

至 

和
歌
山
県

至 

大
阪
市
街

ボトルネック箇所

ボトルネック箇所

当該区間は、交差点
間隔が短く、区間内
の信号による停車車
両の割合が高くなり、
平均旅行速度が遅く
なる傾向であり、平
均旅行速度のみで評
価することが難しい
区間である。現地渋
滞調査の結果、渋滞
がひどい朝方・夕方
の速度低下の要因は、
北島交差点、大和川
大橋北詰交差点での
先詰まりによるもの
と想定。

ボトルネック箇所の
平均旅行速度が最大5.5km/h向上
(17.5km/h→23.0km/h：9時台)

ボトルネック箇所の
平均旅行速度が最大6.5km/h向上
(11.5km/h→18.0km/h：7時台)

ボトルネック箇所の
平均旅行速度が

最大5.1km/h向上
(10.9km/h→16.0

km/h：18時台)

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

上り（ピーク時間：7時台)

(旅行速度)ETC2.0プローブデータ
対策前：R6.1 平日、対策後：R7.1 平日

下り（ピーク時間：18時台) 延長：約 1.0 km

約4.4分

平均旅行速度（12.9km/h）

約2.8分 約1.6分
短縮平均旅行速度（20.2km/h）

住
之
江

        

オ
ン
ラ
ン
プ
入
口

IC

大
和
川
南
交
差
点

＜対策前（R6.1）＞

＜対策後（R7.1）＞

約4.5分

平均旅行速度（12.5km/h）

約1.2分

短縮

約3.3分
平均旅行速度（17.1km/h）

＜対策前（R6.1）＞

＜対策後（R7.1）＞

住
之
江

      

オ
ン
ラ
ン
プ
入
口

IC

大
和
川
南
交
差
点

延長：約 1.0 km

対策後の現地渋滞調査の結果、北島交差点、
大和川大橋北詰交差点での先詰まり解消によ
り、渋滞の緩和を確認。

所要時間の変化
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大阪地区渋滞対策協議会（事務局：大阪国道事務所）では、渋滞対策として、道路利用者に出発
時間、移動ルート、交通手段の変更を促すＴＤＭ施策を令和４年度より行っています。
令和６年度では、朝ラッシュ時の大阪中央環状線の渋滞緩和を目的に、ビッグデータを活用し、
迂回路との所要時間を提示することで移動ルート変更を促すチラシをLINE広告でより多くのドラ
イバーに情報提供するＴＤＭ施策を行いました。

渋滞対策 ～ＴＤＭ施策の実施～
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クリック
すると

チラシを
閲覧可能

▼LINE広告による広報 ▼大阪国道事務所のXでも広報実施！▼移動ルート変更を促すチラシ

ビッグデータ（ETC2.0プローブデータ）で、
迂回路との所要時間を比較！



ＪＲ大阪駅など鉄道駅周辺の国道１，２号において、道路分野におけるカーボンニュートラ
ルの取組みとして、全国初となる道路空間を活用したＥＶ車両によるカーシェアリング社会
実験を令和６年度より実施しています。この社会実験では、鉄道とＥＶカーシェアの組み合
わせによるＣＯ２排出の削減や、交通利便性向上、災害時の有効活用等の検証を行います。
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実験概要

EV路上
カーシェアリング

EV

鉄道駅自宅

ガソリン

自宅

CO2

CO2

鉄道駅

レジャー

買い物

ビジネス

レジャー

買い物

ビジネス

従来

ＥＶ路上カーシェアリング

CO２排出量の削減

道路空間を活用したＥＶ路上カーシェアリング社会実験

※1車を借りた場所と返す場所が同じ方式 ※2利用にあたっては、タイムズカーの会員登録が必要になります。
https://share.timescar.jp/

○実験期間：令和６年１０月１日（火）１０時～令和７年１２月末（予定）

※実験期間は、延長する場合がある。

〇実験箇所：大阪府大阪市北区梅田・東天満・福島区福島 国道１，２号の道路上５箇所

〇運営車両：日産サクラ（EV車）

〇運営方式：ラウンドトリップ方式※1

〇運営時間：０：００～２４：００（２４時間）

〇実験主体：道路空間を活用したＥＶ路上カーシェアリング社会実験協議会

〇実験参加者：タイムズモビリティ株式会社

○カーシェアリング利用方法：タイムズモビリティ株式会社が運用する

「タイムズカー※2」にて予約し、利用。

うめだ ひがしてんま  ふくしま   ふくしま

国交省、大阪府警察本部、大阪市、実験参加者、梅田２丁目振興町会、

西阪神桜橋商店会、福島連合町会、東天満１・２丁目振興町会

レール×EV路上カーシェア

位置図
現地写真

国道１号（令和7年3月26日撮影）国道２号（令和7年3月26日撮影）

写真① 写真②

写真①

写真②




